
【この授業の目的】

発達障害に関する新しい考え方として、発達障害から定型発達までを

連続体として捉える「脳の多様性（ニューロダイバーシティ）」という

考え方があります

すべての人間が社会で活躍するためには個人の特性（凸凹）のうち、強み

（凸）を発揮し、弱み（凹）を補うための環境調整が重要です

この授業では「脳の多様性」について概説し、自身の特性を客観視する

ワーク、学業や今後の就労に有効なセルフマネジメント・テクニックを

紹介し、受講者自身の特性に合ったマネジメント技法を身につけます

社会で活躍する発達障害当事者を講師としてお招きして、

多様な特性のある受講生同士がグループを組み、自身の強みを活かし、

弱みを補いながら、社会に役立つ事業・商品・プロジェクトを考える

凸凹（でこぼこ）アイデアソンを実施します

脳の多様性とセルフマネジメント

2021年9月26日（日）10月3日（日）＠オンライン

各日10時00分〜17時30分

【大学院共通科目】0A00407

学群学生の聴講も歓迎しますが、授業の日程すべてに参加できることを前提とします
グループワークの参加が心配な方もご相談ください。多様な形態での参加方法を検討します
【問い合わせ】佐々木 銀河：sgalaxy#@#human.tsukuba.ac.jp #@#を@に変換

TWINS履修登録期限

【2021年9月5日（日）23:59まで】

詳細は

こちら

多様な強みをもつ大学院生と
交流しながら、誰かの弱みを補う
新事業等を考える授業です


